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家
の
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ま
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症
の
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に
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、
言
語
の
障
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が
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、
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ム
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に
会
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が
で
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、
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の
数
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意
味
を
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っ
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し
ま
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、
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の
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め
に
、
「
意
思
の
疎
通
」
、
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心
の
通
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、
「
お
互
い
に
理
解
し
あ
う
こ

と
」
が
困
難
に
な
っ
て
い
ま
す
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当
法
人
の
理
念
は
、
「
心
の
声
を
大
事

に
し
ま
す
」
と
あ
り
ま
す
。
Ａ
Ｉ
（
人
口

知
能
）
が
ど
ん
な
に
発
達
し
よ
う
と
、
人

の
魂
や
心
に
深
く
関
わ
る
専
門
職
の
一
人

と
し
て
、
患
者
さ
ん
の
言
葉
に
耳
を
傾

け
、
そ
の
背
景
を
感
じ
取
れ
る
看
護
師
を

目
指
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
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１月より八雲病院に入職した岡崎哲也

です。益田出身で昭和 年、精神科医と

してスタートし、鳥大２年、湖陵病院で

数年、名古屋で２年、出雲と益田で精

神科クリニックを 年やりました。

古希を前にして、八雲病院で人生最終

ステージとしての働き場所を与えていた

だき感謝です。

これまで、様々な場所で多くの印象深

い人たちと出会うことができました。山

岳、弓道、ダンスの仲間、湖陵での先輩

や同僚、これまで出会った患者さん達。

「今頃彼らはどうしているんだろう」

と、ふっと顔や名や声を思い出します。

いろんな人に出会い影響を受けながらこ

こまでやってきました。

精神科の仕事は、様々な生きづらさを

持って、僕らの前に現れる人たちの人生

を、一緒に生きて行くことではないかと

いう気がします。幾通りもの人生を経験

することができることは人間通になるの

にまたとない位置にあるはずです。（目

薬、日薬、人薬）

集団精神療法の治癒因子（アーヴィン

・ヤーロム）の言葉の一つに「希望の

点滴」という言葉があります。グループ

のメンバーが、お互いに希望を点滴し合

い、支え合うことで集団は生き生きし元

気になり回復していくんだと思うと、仲

間がいるというのは素敵なことではない

でしょうか。

私の好きな格言：「始まりと思うのも

自分。もう終わりだと思うのも自分。人

生は祭りだ、一緒に楽しもう！」（映画

監督フェデリコ・フェリーニ）

よろしくお願い致します。

（岡﨑哲也）

医師紹介

２

八雲病院では、新たにドクターをお迎えしました。

この場を借りて、岡﨑先生をご紹介します。

ス
タ
ッ
フ
紹
介 

相談支援とランニング
ビ・フレンディング 森脇英人

「私たちは心の声を大事にしま

す」という理念を本法人は基軸と

しています。利用者さん達の「声

にならない声」、「声に出せない

声」をうかがい知ろうと努めると

ころが理念の柱です。

出来る限り、それらの「声」を

受け止め、並行して私の思いをお

伝えできるような対話に努めるよ

うにしています。

人の話をキチンとうかがうという

ことは、とても多くのエネルギーが

必要です。エネルギーチャージと気

分転換を兼ねて、ランニングを楽し

んでいます。これから暖かくなりま

す。皆さんもいかがですか？

電
話
相
談
中
の

森
脇
さ
ん

源助公園の桜

大庭・八雲・古志原地区 

地域ケア勉強会

３ 

提供と事例を中心に、意見

交換を行いました。

「障がい者虐待が疑われ

る時には、家庭相談室に通

報の義務があります」との

説明に少したじろいだ感が

ありましたが、保健師さん

から「敷居を低くして“相

談”下さい」との説明があ

り、参加者の方からも安堵

の声が聞かれました。

「家庭相談室のことを初

めて知った」「更に連携を

深めたいと思った」「毎回

参加しており、とてもよい

勉強会です」などの感想を

いただきました。ご参加く

ださり、誠にありがとうご

ざいました。 （森脇）

障がい者虐待を考える
仁風会では、「お互いの

顔の見えるネットワーク作

り」を目的に、大庭・八雲

地区の民生委員の方と、医

療・福祉・介護サービスの

関係者を対象に、認知症や

心のケアに関する地域に向

けた勉強会を毎年行ってい

ます。

平成 年 月２日に、

第９回目となる地域ケア勉

強会を開催しました。

今回は、講師として松江

市家庭相談室の保健師さん

３人をお招きし、「障害者

虐待防止法と松江市障がい

者虐待防止センターの役割

について」と題して、話題

地域連携を

考える 

法人総合防災訓練

平成 年 月 日にお

いて、八雲病院及び障害福

祉サービス事業所コスモス

を中心に総合防災訓練を実

施しました。

今回も松江南消防署の署

員の方に来院して頂き、各

部署間の連携訓練や消火

栓・消火器の使用方法につ

いての指導、認知症治療病

棟・コスモスにて、夜間火

災を想定した避難誘導及び

番通報訓練を実際に行

い、署員の方から訓練時の

問題点等を訓練指導して頂

きました。

訓練中は、非常ベルが鳴る

環境の中、訓練者はそれぞ

れの決まられた役割を確認

しながら緊張感のある訓練

を行いました。（狩野）

コスモスが始まって

年。忘年会はこれま

では茶話会をするだけで

したが、近年は自分たち

でうどんを作る事が主流

になっています。

粉をこね、足で踏み、

寝かせて延ばして幅を揃

えるように切るのが一連

の作業ですが、寝かせて

いる時間を使って３種類

の鍋の用意に取り掛かり

ます。

しょうゆ、味噌、キム

チ味等を用意し、全員で

野菜を切っていきます。

うどんを入れて煮るだけ

にして、次はポイント表

彰です。

今年からアミーゴ・

（軽運動やボクササイ

ズ、グランドゴルフ、ス

トレッチなど健康維持に

役立てる体操）というプ

ログラムで参加した数

（ポイント）を表彰し、

運動に快く参加を促して

います。

今後は忘れる忘年会で

はなく次年に望む「望年

会」と言い換えてもいい

かなと思っています。

（小川）

訓
練
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にして、次はポイント表

彰です。

今年からアミーゴ・

（軽運動やボクササイ

ズ、グランドゴルフ、ス

トレッチなど健康維持に

役立てる体操）というプ

ログラムで参加した数

（ポイント）を表彰し、

運動に快く参加を促して

います。

今後は忘れる忘年会で

はなく次年に望む「望年

会」と言い換えてもいい

かなと思っています。

（小川）

訓
練
の
様
子

コスモス忘年会

ポ

イ

ン

ト

表

彰

の

様

子



 

 

【ご案内】

駐車場

八雲病院

● 山代店

●バス停

しらゆり●

保育園

松江バイパス

●松江工業高校山陰●

古志原支店

↓ 至浜乃木

至八雲町

→国道 号線

桧山トンネル

八雲病院精神科病棟

認知症治療病棟

地 域 活 動支 援セ ン タ ー ビ・フレンディング

デイケア たんぽぽ

認知症グループホーム 雲陽の里

生活訓練施設 コスモス

馬 橋 側

【 松江駅より 】

● バス（一畑交通）

八雲・大庭行き ④ターミナル

山代町下車 徒歩 分

医療法人 仁風会
○八雲病院（外来診療時間午前中のみ）

平日８：３０―１２：３０／土 ８：３０―１２：３０

休診日…日曜日、祝日、お盆、年末年始

松江市大庭町１４６０－３

電 話（０８５２）２３－３４５６（代表）

ＦＡＸ（０８５２）２３－３４９５

・デイケアたんぽぽ（精神科デイケア）

※お問い合わせは代表まで

月曜日―金曜日 午前９：３０－午後３：３０

・デイケア八雲（重度認知症デイケア）

※お問い合わせは代表まで

月曜日―金曜日 午前９：００－午後３：４０

○コスモス（自立訓練【生活訓練】事業所）

松江市大庭町１４５９－１

電 話（０８５２）２３－３３６０

ＦＡＸ（０８５２）２３－３３７０

○ビ・フレンディング（地域活動支援センター・相談支援事業所）

松江市大庭町１４６１－３

電 話（０８５２）２３－４１１１

ＦＡＸ（０８５２）２３－４１１２

○雲陽の里 認知症グループホーム・介護保険

松江市大庭町１４５９－１

電話（０８５２）２３－３７００

○八雲病院 居宅介護支援事業所 （０８５２）２３－３４５６（代表） 

４ 

ご意見箱 
 

 広報誌「遊便」に対するご意

見・ご感想などございましたら、

ぜひ下記までお寄せいただくと喜

びます。今後とも医療法人仁風

会、広報誌「遊便」共々よろしく

お願い致します。 

  〒690-0033 

  松江市大庭町１４６０－３ 

 （医）仁風会  

 広報委員会0852-23-3456まで 

 

編
集
後
記 

 

春
を
迎
え
、
新
し
い
年
度
が
始
ま
り

ま
し
た
。 

 

広
報
誌
『
遊
便
』
も
十
四
号
を
迎

え
、
誌
面
の
装
い
も
新
た
に
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
も
、
当
法
人
の
取
り
組

ん
で
い
る
「
心
の
声
を
聞
く
」
取
り
組

み
を
皆
さ
ん
に
分
か
り
や
す
く
届
け
ら

れ
る
よ
う
、
誌
面
作
り
に
取
り
組
も
う

と
思
い
ま
す
。 

 
 
 
 

（
浜
岡
） 

わ
た
く
し
た
ち
の
理
念

わ
た
く
し
た
ち
は
心
の
声
を
大
事
に
し
ま
す

わ
た
く
し
た
ち
は
医
療
水
準
の
向
上
に
努
め
ま
す

八
雲
病
院 

お
知
ら
せ 

ホームページのご案内

当法人の各種サービスについてホームページで紹介しておりま

す。スマートフォンにも対応しています。

ぜひご覧ください。

アドレス

http://www.yakumohp.net/

JR km


